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IPIP化の進展への取り組み状況化の進展への取り組み状況

○ 技術革新やブロードバンドネットワークの進展に伴い、ＩＰ系サービスも急速な勢いで伸長

（例：ＩＰ電話サービス、法人向けＩＰサービス（IP-VPN等））

○ これに呼応し、電気通信事業者も通信インフラのＩＰ化移行に向けた方針を明示

○ 諸外国においてもＩＰ化の動きが活発化

最近の状況最近の状況

目標：２０１０年には世界最先端のＩＣＴ国家として先導目標：２０１０年には世界最先端のＩＣＴ国家として先導
→→ 通信ネットワークのオールＩＰ化に向けた対応が急務通信ネットワークのオールＩＰ化に向けた対応が急務

NTTグループ（2004年11月発表）

○ 「メタルから光」「固定電話網から次世代ネットワーク」へ切り替えることとし、その方針を２０１

０年までに策定

○ ２０１０年には、３０００万（全加入者６０００万）のお客様が光アクセスと次世代ネットワークに

シフト

KDDI（2004年9月発表）

○ ２００５年度より既存固定電話網のＩＰ化に着手し、ソフトスイッチへの置換を２００７年度末まで

に完了

○ 固定電話網をＩＰ化することで、ＩＰ電話系の新しいサービスの導入が容易な環境を構築

英国BT（2004年６月発表）

○ コアネットワークのIP化により、既存の複雑なネットワークアーキテクチャを大幅に簡素化・効率化

○ 2009年にはほぼ全ての顧客が次世代ネットワークを利用可能

国内外のネットワークのIP化国内外のネットワークのIP化
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ＩＰ化の進展に対応した通信端末の課題ＩＰ化の進展に対応した通信端末の課題

既存アナログ既存アナログ

電話網電話網

… …

ＩＰ化の進展

ＩＰ網
ＩＰ網ＩＰ網

ＩＰ網
ＩＰ網ＩＰ網

ＩＰ網
ＩＰ網ＩＰ網

… …

…ＩＰ端末

ＩＰ端末

光アク セスなど

ルータ

アナログ電話

交換機

ＩＰネットワーク 次世代ＩＰネットワークの基本的な要求条件

① 多種多様なアプリケーションの提供
② エンド・トゥ・エンドでの一定の品質の確保
③ 安全性・信頼性の確保
④ 多様なネットワーク／端末間の
相互接続性・運用性の確保

⑤ 固定網・移動網の融合への対応
⑥ アプリケーションの拡張性を許容する
基盤の構築

⑦ 既存ネットワークからの円滑な移行の確保

ＩＰ網ＩＰ網
ＩＰ網 ＩＰ網ＩＰ網

ＩＰ網
音声

映像

データ

同一端末で
様々なネットワークに接続ＩＰ網ＩＰ網

送信データの
優先度や帯域を調整

同一端末で様々なサービスを
利用

「次世代ＩＰインフラ研究会第三次報告書」 より

不正パケット
ファイア
ウォール

ネットワークと端末が連携して実現するネットワーク
→ 端末側からの視点の技術的検討も重要

ネットワークと端末が連携して実現するネットワーク
→ 端末側からの視点の技術的検討も重要

既存アナログ電話網

通信品質の確保
○エンド・トゥ・エンドでの品質の確保
○重要通信の確保／輻輳対策

通信品質の確保
○エンド・トゥ・エンドでの品質の確保
○重要通信の確保／輻輳対策

端末とネットワークの接続性/運用性の
確保
○ソフトウェア等の活用を踏まえた
端末機能の対応
○多様化するネットワークとの接続性の確保

端末とネットワークの接続性/運用性の
確保
○ソフトウェア等の活用を踏まえた
端末機能の対応
○多様化するネットワークとの接続性の確保

安全性・信頼性の確保
○サイバー攻撃等に係る安全性・信頼性
の確保
○利用者の保護

安全性・信頼性の確保
○サイバー攻撃等に係る安全性・信頼性
の確保
○利用者の保護

１．IP化の進展動向を踏まえた通信端末のイメージ
２．IP化の進展動向に対応した通信端末に必要な機能
３．今後のIP化の進展に対応した通信端末の利用に向けた課題及び推進方策

１．IP化の進展動向を踏まえた通信端末のイメージ
２．IP化の進展動向に対応した通信端末に必要な機能
３．今後のIP化の進展に対応した通信端末の利用に向けた課題及び推進方策
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技術基準の検討について技術基準の検討について

２００５年２００５年

次世代ＩＰネットワーク推進フォーラム （会長：東京大学名誉教授 齊藤忠夫）
（平成１７年１２月１６日設立 ２２０社参加）

次世代ＩＰネットワーク推進フォーラム次世代ＩＰネットワーク推進フォーラム （会長：東京大学名誉教授 齊藤忠夫）
（平成１７年１２月１６日設立 ２２０社参加）

学学学 官官官

産産産

ベンダーベンダー

学識経験者学識経験者

関係団体関係団体アプリケーション
制作者

アプリケーション
制作者

相互接続試験相互接続試験 研究開発・標準化研究開発・標準化

実証実験実証実験 普及促進・情報交換普及促進・情報交換

技術基準の検討
（2005.10.31情報通信審議会諮問）
技術基準の検討技術基準の検討

（2005.10.31情報通信審議会諮問）
ネットワークのＩＰ化に対応した
技術基準の見直し

ネットワークのＩＰ化に対応したネットワークのＩＰ化に対応した
技術基準の見直し技術基準の見直し

総務省

アナログ電話網からＩＰ網へアナログ電話網からＩＰ網へ

ＩＴＵの標準化活動
への戦略的取組み

ＩＴＵの標準化活動ＩＴＵの標準化活動
へのへの戦略的取組み戦略的取組み

２０１０年２０１０年

２００７年末２００７年末

今会期今会期 ２００８年２００８年

事業者事業者

研究機関研究機関

戦略的に推進戦略的に推進

ネットワークのオールＩＰ化の早期実現に
向けて、ネットワーク技術の実証・
標準化等を総合的に推進することが必要

産官学の連携のもと、事業者、ベンダー、学識経験者等が
結集し、相互接続試験・実証実験を総合的に実施するとともに、
研究開発・標準化等を戦略的に推進

【通信事業者】

【メーカー】

【その他】

ＮＴＴ、ＮＴＴドコモ、ＫＤＤＩ、
ソフトバンクテレコム、
ＩＩＪ、他

ソニー、日本電気、日立製作所、
富士通、松下電器、沖電気、
東芝、日本ＩＢＭ、シスコ、他

ＴＴＣ、ＣＩＡＪ、ＡＲＩＢ、
日本ＣＡＴＶ技術協会、トヨタ、
電通総研、野村総合研究所、
三菱総合研究所、ＩＲＩ、他
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検討検討課題及び課題及びスケジュールスケジュール

IP化時代の通信端末の現状と動向
・我が国の取り組み状況
・利用イメージ
・関連技術の動向 等

IP化の進展動向を踏まえた通信端末のイメージ
・２０１０年代初頭を念頭においた通信端末の将来像

IP化の進展動向に対応した通信端末に必要な機能
・通信品質の確保
・安全・信頼性の確保
・端末とネットワークの接続性／運用性の確保

今後のIP化の進展に対応した通信端末の利用に向けた課題及び推進方策

報告書案作成

報告書とりまとめ

社会的・経済的効果

１２月

５月

２月

６月

３月

４月

Ｈ１９／１月
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新競争促進プログラム２０１０新競争促進プログラム２０１０ (H18.9)(H18.9)

２．具体的施策

（４） 移動通信市場における競争促進

(b) 端末認証制度の見直し等
オープン性を確保したユビキタスネットワークを早期に
実現し、世界に先駆けた製品開発や標準化を通じ、我
が国のＩＴ産業全体の国際競争力の向上を図る観点か
ら、ＩＰ化に対応した端末の基本機能や認証制度の在り
方等について、０６年中に検討の場を設け、０７年中に
結論を得る。


